
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

活
用
事
例

38

寄附活用事業の
概要

寄附活用事業の
成果

寄附受入れの経緯・工夫

寄附の経緯・効果

〈問い合わせ先〉岐阜県 清流の国推進部 清流の国づくり政策課　☎︎058-272-1840
各務原市 企画総務部 財政課　☎058-383-1132

航
空
宇
宙
産
業
集
積
地
と
し
て

更
な
る
発
展
を
目
指
す

次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
成

▼ 

【
岐
阜
県
】
航
空
宇
宙
産
業
を
支
え
る
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
計
画

【
各
務
原
市
】
博
物
館
を
核
と
し
た
航
空
宇
宙
産
業
都
市
魅
力
向
上
事
業

■〈SDGs〉関連するゴール

事業期間
岐阜県　2016年9月～2021年3月

各務原市　2016年9月～2020年3月

事業分野
人材育成

総事業費
岐阜県　63,900千円

各務原市　2,629,529千円

寄附額
岐阜県　4,700千円（2020年9月末現在）

各務原市　11,503千円

寄附件数
岐阜県　11件（2020年9月末現在）

各務原市　11件

寄附企業名
川崎重工業株式会社　ほか9社

 岐阜かかみがはら航空宇宙博物館「空宙博（そらはく）」 航空エリアの実機展示場

　岐阜県各務原市は旧陸軍の飛行場が開設されて以来、日本の航空機開発の中心
地として栄えてきました。「アジアNo.1 航空宇宙産業クラスター形成特区」にも
指定され、航空宇宙産業関連企業が多数集まっており、これを支える次世代を担
う人材の育成が急務となっています。そこで、岐阜県と各務原市は航空宇宙博物
館をリニューアルし、岐阜県は宇宙教育プログラムの開発を、各務原市は同博物
館の改築や子どもが航空宇宙分野に興味を持つための企画展の開催等を行いまし
た。こうした取組を通じて、子どもたちの航空宇宙産業への就業意欲を高めると
ともに、航空宇宙産業集積地としての更なる発展を目指しています。

航空宇宙博物館を活用し
航空宇宙産業人材を育成

博物館への来館者が増加し、
航空宇宙産業への注目度がアップ

JAXA等と連携した宇宙教育プログラムを実施1 .
子どもと航空宇宙分野のボランティアが
交流できる企画展を通して、
航空宇宙分野への子どもたちの関心がアップ

2 .

県内航空宇宙産業の製造品出荷額が増加3 .
航空宇宙博物館の来館者数が増加4 . 宇宙エリアに展示される、ISS 日本

実験棟 「きぼう」の実寸大模型

27
岐阜県／

岐阜県各
かかみがはらし

務原市

寄附企業

　航空宇宙産業などに携わる各企業と連携・協力し、博物館リニューアル事業や子ども
向け人材育成教育プログラムなどにより、航空宇宙産業の次世代を担う人材の確保・育成、
更には地域発展に寄与されることから寄附を決定しました。

地方公共団体

　岐阜県と各務原市では、航空宇宙関連企業や県・市とつながりのある企業を中心に、トッ
プセールスや職員の訪問等により寄附依頼を行いました。各務原市に生産拠点を置く川
崎重工業株式会社から県と市のそれぞれに寄附をいただき、同社にはリニューアル構想
づくりへの参画や展示物の供出のほか、航空機等の説明をするボランティアスタッフと
しての職員の派遣、子ども向け教育プログラムの開発など、寄附以外にも多大な貢献をい
ただきました。寄附企業への感謝の念から、県・市のホームページで寄附企業名を公開す
るとともに、プレスリリース等に企業情報を掲載しています。

平成30年度
大臣表彰

受賞
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寄附活用事業の
概要

寄附活用事業の
成果

寄附受入れの経緯・工夫

寄附の経緯・効果

「スーパーカミオカンデ」で実際に使用されている光センサー「光電子増倍管」の取り付け方まで忠実に再現し展示

〈問い合わせ先〉飛騨市 市民振興課 企画商工観光係 宇宙物理学支援室　☎0578-86-9222

最
先
端
宇
宙
物
理
学
を
活
用
し

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
“
K
A
M
I
O
K
A
“
を
広
く
発
信

▼ 

飛
騨
神
岡
宇
宙
最
先
端
科
学
パ
ー
ク
構
想

■〈SDGs〉関連するゴール

事業期間
2017年7月～2019年3月

事業分野
観光・交流

総事業費
296,460千円

寄附額
148,600千円

寄附件数
17件

寄附企業名
三井金属鉱業株式会社、
飛騨信用組合、
株式会社大垣共立銀行
ほか14社

　飛騨市神
かみおかちょう

岡町には、ノーベル物理学賞受賞者を２名輩出するに至った宇宙物理
学研究施設が存在し、国内外から注目を集めています。しかしながら、その代表
的な観測装置「スーパーカミオカンデ」は鉱山の地下に設置されていることから、
通常は見学することができません。本プロジェクトでは、既存の道の駅内に「スー
パーカミオカンデ」などの宇宙物理学研究を紹介する展示施設「ひだ宇宙科学館 
カミオカラボ」を整備しました。最先端の宇宙物理学の魅力を広く伝えることで
科学と社会の新しい関係性をつくるとともに、地域のブランド化につなげます。

宇宙物理学研究の紹介施設を整備し、
交流人口増加を目指す

寄附企業との新たなパートナーシップが生まれ、
交流人口が大幅に増加

「ひだ宇宙科学館 カミオカラボ」はオープン初年度に13万人以上来場 1 .
寄附企業との間で新たなパートナーシップが
生まれ、良好な関係性が継続2 .
交流人口の増加でまちに活気が生まれ、
地域振興の起爆剤に3 .
最先端宇宙研究のまち“KAMIOKA”の知名度がアップ4 . ゲームを通して目に見えない

「ニュートリノ」の性質を知る展示

28
岐阜県
飛

ひだし

騨市

寄附企業

　「スーパーカミオカンデ」に空洞掘削技術を提供させていただいた縁もあり寄附いたし
ました。地下空間を活用した宇宙物理学の発展は、高い空洞掘削技術をもつ弊社三井金属
鉱業株式会社としても歓迎すべきことでもあり、一部の展示制作にも協力させていただ
きました。寄附は、宇宙物理学研究を紹介する展示施設の完成という形で社会貢献になっ
ただけでなく、飛騨市との新たなパートナーシップの構築のきっかけとなり、本施設を社
員研修に活用させていただくなど、良好な関係性を継続しています。

地方公共団体

　研究を推進する東京大学宇宙線研究所と連携協力協定を締結し、構想・企画・展示制作
を連携して取り組むことで、より臨場感のある施設を整備することができました。PRにお
いては、研究機関を代表する梶田博士から応援メッセージをいただき、企業に配布する寄
附活用事業のPR冊子に掲載させていただきました。寄附が一定額以上の企業には、普段は
見学することができない「スーパーカミオカンデ」観測装置の見学会を実施するなど、研究
機関による協力も効果がありました。また、市長自らが「スーパーカミオカンデ」の関連企
業や地元企業のトップと直接会談し、事業の目的や本制度の説明などを行いました。

令和2年度
大臣表彰

受賞
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寄附活用事業の
概要

寄附活用事業の
成果

寄附受入れの経緯・工夫

寄附の経緯・効果

〈問い合わせ先〉富士宮市 企画部 企画戦略課 企画調整係　☎︎0544-22-1113

子
育
て
世
代
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

▼ 

コ
ン
ビ
ニ
と
連
携
し
た
ベ
ビ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
と
母
力
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■〈SDGs〉関連するゴール

事業期間
2017年4月～2019年3月

事業分野
子育て

総事業費
12,196千円

寄附額
4,000千円

寄附件数
3件

寄附企業名
アサヒ飲料株式会社、
株式会社アリエ

母親向けの講座を通して育児のコツや子育てのヒントを共有

　富士宮市の人口は2010年にピークを迎えた後、減少し始め、人口減少に歯止め
をかけるためにも、子育てのしやすい環境の整備が課題となっていました。本事
業はNPO法人「母

ははりょく

力向上委員会」との協働によるもので、妊娠出産子育てシェア
サポート事業の実施やベビーステーションの普及を通して、地域社会全体で子育
て世代を応援するまちづくりを目指すものです。具体的には、育児支援講座や子
育て世代の居場所づくりを行うほか、粉ミルクのお湯の提供や紙おむつの販売を
行うコンビニ等のベビーステーション認定などを行っています。認定店舗の職員
向けに子育て理解体験講習会を開催し、子ども連れの方の気持ちに寄り添う接客
をお願いしています。こうした取組から、地域社会で子育てをするという意識を、
地域社会全体に醸成し、子育てのしやすいまちづくりを目指します。

NPOとコラボし、
地域社会全体で子育てできる環境を目指す

市内のコンビニの約9割が
ベビーステーションに認定登録

紙おむつの販売や、ミルクのお湯提供を案内するコンビニが増加1 .
コンビニと連携した子育ての外出支援事業が他自治体にも拡大2 .
アサヒ飲料の首掛けPOPとのコラボや、
NPO活動への寄附付きラッピング自販機を設置し、
ベビーステーションをPR

3 .
コンビニ商品に子育て目線の
オリジナルPOPを設置し、新たな商品ニーズを発掘4 .

29
静岡県

富
ふじのみやし

士宮市

寄附企業

　工場が富士宮市内にあることに加え、本事業内容が当社の事業領域に通ずる内容であったこと
から、寄附を決定。寄附を契機として、行政とNPOを交えた3者による定期ミーティングを行うよ
うになり、当社の意見が本事業に反映されることになった点や、本事業について県内の認知が広
がり、当社が地域密着で活動していることをPRできている点などで寄附の成果を感じています。

地方公共団体

　庁内に設置した企業版ふるさと納税プロジェクトチームが、寄附依頼を行う候補企業
等の情報を庁内各部署と共有。寄附募集の際には、女性の活躍や子育て支援など、企業が
進めている取組に合致した事業を提示し、企業のイメージアップにつながることをアピー
ルしました。アサヒ飲料株式会社においては、本プロジェクトとのコラボ事業や量販店で
のPRイベントの開催のほか、新商品の意見交換などを行っており、企業と子育て世代が
連携して地域の活性化に寄与する取組を進めています。

乳幼児連れでも使いやすい
ように、ベビーステーショ
ン店舗の商品にオリジナル
POPを設置する取組を拡大
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寄附活用事業の
概要

寄附活用事業の
成果

寄附受入れの経緯・工夫

寄附の経緯・効果

〈問い合わせ先〉亀岡市 企画管理部 企画調整課　☎︎0771-25-5006

玄
関
口
の
景
観
を
整
備
し

来
訪
者
を
お
迎
え

亀
岡
の
魅
力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

▼ 

「
亀
岡
ま
る
ご
と
ガ
ー
デ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■〈SDGs〉関連するゴール

事業期間
2017年4月～2017年12月

事業分野
移住・定住

総事業費
25,002千円

寄附額
25,000千円

寄附件数
1件

寄附企業名
小城製薬株式会社

亀岡市の山並みをイメージした「ウェルカムガーデン」

　亀岡市は京都府第3位の人口規模の都市でありながら、人口は減少し続けてい
ます。人口減少に歯止めをかけるため、京都市から遠いといったマイナスイメー
ジを払拭し、豊かな自然と都市的な利便性が調和する当市の魅力を磨き伝える取
組が求められています。本事業では、亀岡の玄関口であるJR各駅前や高速道路の
IC周辺に植樹、植栽等による景観保全を行い、街路樹や花、緑の景観で来訪者への
おもてなしの心を表します。また、亀岡の豊かな自然を体感してもらうことで地
域の活性化及び観光振興を図り、にぎわい人口の拡大や定住の促進につなげます。

自然と利便性が調和する市の魅力に
磨きをかける

定住促進に向けたにぎわいの創出

玄関口でのおもてなしで
市のイメージアップに1 .

当市を訪れるにぎわい人口が増加3 .

美しい景観により
豊かで快適な暮らし環境を創出2 .

市民のまちへの郷土愛を醸成4 . 事業完成式典における記念植樹の様子

30
京都府
亀

かめおかし

岡市

寄附企業

　2017年は当社が亀岡市に工場を開設してから35周年の節目の年でもあり、同市や地域
の皆様への感謝のしるしとして寄附を申し出ました。「人にやさしい　環境にやさしい　
地域にやさしい」のスローガンのもと、植栽した木々と同様、同市に大きな根を生やし、
共に発展して行けるよう、なお一層、事業拡大に努めて参ります。

地方公共団体

　定住促進のため、「亀岡まるごとガーデン・ミュージアム構想」を策定するとともに、
市民協働による緑化推進に取り組むなか、来訪者のおもてなしの拠点となる「ウェルカム
ロード」・「ウェルカムガーデン」を整備。市長自ら事業構想を企業に説明し、賛同を得ら
れたことで寄附に至りました。
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寄附活用事業の
概要

寄附活用事業の
成果

寄附受入れの経緯・工夫

寄附の経緯・効果

日本初となる無人駅での「票券指令閉そく式」行違い設備が新設された法華口駅

〈問い合わせ先〉加西市 ふるさと創造部 人口増政策課　☎︎0790-42-8700

人
口
減
少
社
会
に
対
す
る

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
挑
戦

行
違
い
設
備
を
新
設
し
増
便
を
目
指
す

▼ 

北
条
鉄
道
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■〈SDGs〉関連するゴール

事業期間
2018年4月～2020年3月

事業分野
交通・都市計画

総事業費
194,030千円

寄附額
64,100千円

寄附件数
21件

寄附企業名
福伸電機株式会社、
西部電気建設株式会社　
ほか19社

　北条鉄道は、加西市の北
ほうじょうまち

条町駅から小野市の粟
あお

生駅までの延長13.6ｋｍ、全８
駅を結ぶ単線ローカル鉄道で、通勤や高校生の通学、高齢者の足として地域を支
えています。最近では、沿線住民やボランティアの熱い活動が話題となり、観光客
も増えています。しかし、単線であるため発着は１時間に１本が限界であり、便利
であるとはいい難い状況でした。また、今後の人口減少社会による通勤、通学客の
確保も課題となっていました。本事業では、中間駅である法

ほっけぐち

華口駅に無人駅での
列車の行違い設備を設けました。

ラッシュ時の増便を目指し、
無人駅に行違い設備を設置

ラッシュ時の増便で通勤客が増加

朝3往復と夜2往復の増便を実施し、
新規通勤客を獲得1 .
鉄道ファンの来訪が増え、交流人口が増加2 .
イベント列車の運行等、鉄道活用の選択肢が増加3 . 法華口駅での行違いの様子。日本初の

設備ということもあり、鉄道ファンか
らも注目されている。

31
兵庫県
加

かさいし

西市

寄附企業

　加西市の元副市長との人的つながりで寄附を決めましたが、同市や本事業に直接関わ
り合いがなく、取締役会での寄附の名目の説明に苦慮しました。寄附によるPR効果と社
会貢献を説明し、最終的には合意を得ることができました。寄附は企業のイメージアップ
につながっています。

地方公共団体

　寄附の募集に当たっては、企業版ふるさと納税の窓口となる部署が、企業との関わりが
深い産業振興課より情報提供を受け、オーナー企業を中心に候補企業を選定。元副市長で
ある北条鉄道副社長が幅広い人脈を駆使して企業に声かけを行いました。本事業に共感
いただけた企業には、副社長と担当部局の幹部が訪問し、企業版ふるさと納税の制度やメ
リットなどについて丁寧に説明を行いました。寄附企業への感謝の気持ちから、法華口駅
に企業名入りの石板を設置したほか、寄附を活用して設けた設備の完成式典に、寄附企業
をお招きしました。
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寄附活用事業の
概要

寄附活用事業の
成果

寄附受入れの経緯・工夫

寄附の経緯・効果

企業への説明の様子

寄附企業

　地元の活性化に貢献したいという思いや、子育て支援に協力することにより当社のイ
メージアップにつながると考えたことから寄附をしました。当社の社員にもクーポン券
の利用対象者がおり、自分が働く会社が本事業に協力していることに誇りを感じ、モチ
ベーションアップにつながっているようです。また、寄附を契機にたつの市との関係が深
まり、同市と相談しやすくなったことも寄附のメリットであったと感じています。

地方公共団体

　当市や当市の職員と繋がりのある企業をリストアップし、市長や職員が企業を訪問す
ることで多くの企業に直接働きかけを行いました。当市内立地企業者が集う「たつの経済
パートナーシップ会議」での寄附依頼も効果があり、興味を持ってくれた企業には、子育
てを応援する本事業に協力することで、企業のイメージアップにもつながる点をアピー
ルしました。寄附企業には、「子育てサポーター」のロゴマークを配布し、子育て応援企
業としてのPRに活用いただいています。

〈問い合わせ先〉たつの市 企画財政部 企画課　☎︎0791-64-3141
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ク
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■〈SDGs〉関連するゴール

事業期間
2016年11月～2020年3月

事業分野
子育て

総事業費
131,632千円

寄附額
14,000千円

寄附件数
79件

寄附企業名
株式会社ダイセル、
株式会社フジプレアム、
兵庫西農業協同組合　
ほか20社

32
兵庫県

たつの市

子育てきらきらクーポン券（左）とクーポン券利用の様子（右）

　たつの市のアンケート調査において、経済的な理由により２人以上の子どもを
持たない夫婦が多いとの結果が出たことを受け、子育て家庭の経済的負担軽減の
ためにクーポン券を配布する事業を開始しました。クーポン券は当市内でのみの
利用とし、支払額の半分をクーポン券で割り引く仕組みで、市内小売店を中心に
経済循環が生まれるように工夫しました。また、取扱店のクーポン券換金は、金融
機関の協力を得てスムーズに行える仕組みを構築。これらのまちぐるみの子育て
支援により、第２子以降の出生数の増加を目指しています。

2人以上の子どもを持つ保護者に
クーポン券を配布

市内の経済循環が創出され、
寄附企業との連携が深化

市との繋がりが深まった企業や、
本事業のイメージアップに1 .

寄附企業との繋がりが深まり、
各種イベントなどで協賛をいただく機会が増加3 .
事業内容が評価されたことで、当市の知名度が向上4 .

本事業費の倍の経済循環が
市内小売店を中心に生まれた2 .
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寄附活用事業の
概要

寄附活用事業の
成果

寄附受入れの経緯・工夫

寄附の経緯・効果

〈問い合わせ先〉明日香村 総合政策課　☎︎0744-54-2001
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■〈SDGs〉関連するゴール

事業期間
2018年4月～2020年3月

事業分野
観光・交流

総事業費
269,390千円

寄附額
57,100千円

寄附件数
4件

寄附企業名
株式会社長谷工コーポレー
ション　ほか２社

「日本人の心のふるさと」とも呼ばれる明日香村の田園風景

　明日香村は歴史遺産と豊かな自然環境を有する観光名所であり「日本人の心の
ふるさと」と呼ばれています。一方、良好な景観維持のため建築規制が厳しく、宿
泊施設の不足や放置空き家などの問題を抱えていました。これらを解決するため
に、省力化野菜の生産強化などによる稼げる農業のモデル化や農業の担い手支援
を進めるほか、古民家を改修した宿泊施設の開設に向けた調整など村内の整備を
進めました。また、新たな観光スポットとして期待されている牽

けんごしづか

牛子塚古墳等の
整備を進めるなど、村の産業や地域の活性化に取り組んでいます。

遊休農地や空き家を活用して
景観保全に取り組む

景観保全と地域活性化に成功

遊休農地を利用した貸し農園の開業で
交流人口が増加1 .
牽牛子塚古墳の整備が進み、
2022年に一般公開予定2 .
多くの遺跡を通過する「飛鳥ハーフマラソン」を
実施予定（2021年はオンラインマラソン）3 .

明日香村と株式会社長谷工コーポレーショ
ン、一般財団法人明日香村地域振興公社の
官民連携に関する包括協定書締結式の様子

33
奈良県

明
あすかむら

日香村

寄附企業

　官民連携包括協定を機に企業版ふるさと納税を活用した寄附を決定しました。寄附を
契機に、社員を明日香村役場に派遣するなど新たなパートナーシップを構築できました。
また、社内ではこの寄附を通してCSRへの関心がますます高まっています。立ち上げて３
年目を迎える「明日香村プロジェクト推進室」では、特産品の販売支援や、農体験ができ
る貸農園事業を通した参加型観光メニューの創出を行っており、今後も空き家を再生し
有効活用するなど社会問題解決型事業を推進します。

地方公共団体

　官民連携を担当する総合政策課が窓口になり、各課と企業との調整を行うことでスムー
ズな連携がとれています。実際に寄附が決まった後については、寄附活用事業の決定など
について村内で調整が必要でしたが、総合政策課が根気よく調整することで、うまくすり
合わせることができました。

令和元年度
大臣表彰

受賞
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寄附活用事業
の概要

寄附活用事業の
成果

寄附受入れの経緯・工夫

寄附の経緯・効果

〈問い合わせ先〉奥出雲町 企画財政課　☎︎0854-54-2522
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■〈SDGs〉関連するゴール

事業期間
2017年6月～2020年3月

事業分野
産業振興

総事業費
15,640千円

寄附額
12,024千円

寄附件数
3件

寄附企業名
カネダ株式会社

34

有機エゴマの種子。現在、国産エゴマの需要が高まっている。

　奥出雲町では、高機能食品「エゴマ」に着目し、2005年から町民の健康増進と農
業振興策としてエゴマ栽培に取り組み、2015年には栽培面積が全国トップとなり
ました。しかし、エゴマ需要が高まるなか供給が間に合っておらず、収穫量の安定
確保が求められていました。本事業では、当町内の生産者からの安定供給を図るた
め、収穫に使う農業機械の購入や商品開発にかかる経費、栽培農家への買取上乗せ
助成などの支援を行いました。また、エゴマを「奥出雲ブランド」として確立させ、

「奥出雲町産えごま油」として販売するなど、6次産業化を目指しています。

エゴマ栽培の効率化と収穫量安定を通じ、
耕作放棄地の減少や雇用の創出を図る

エゴマ栽培に集中して取り組める環境が整い
生産性が向上

栽培の効率化を図る事業や交付金により
栽培農家のモチベーションが向上1 .
機械の導入により収穫作業の効率化を実現2 .
エゴマを使った新商品を開発し、
6次産業化の足掛かりに3 .
寄附企業と新たな繋がりが生まれ、
交流人口の拡大に寄与4 . 本事業で導入したコンバインにより

収穫の効率が大幅に向上

寄附企業

　過去にも椿油の産地への寄附を通して、定住者増加など地域貢献に寄与した経緯があ
り、今回は将来性の高いエゴマ油の産地である奥出雲町への寄附を決定しました。社会貢
献は社員の誇りにつながっており、油脂業界に対してもCSRに取り組んでいることをア
ピールできています。

地方公共団体

　カネダ株式会社のグループ会社が奥出雲町産のエゴマを販売している縁で、同社に声
かけすることに。同社を訪問し、寄附を依頼する際には、当町の取組や目指す姿、寄附企
業のメリットなどをまとめたプレゼン資料を活用しました。寄附をいただいた後も、毎年、
同社を訪問し、本事業の進捗状況や次年度の事業内容を丁寧に説明したことが、継続的に
寄附をいただけることにつながったと考えております。寄附企業への感謝の念から、寄附
企業名は町の広報誌に掲載させていただいております。

島根県
奥
おくいずもちょう

出雲町
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